
スミカフレックス ＲＰ－１００Ｓ 

タイプ： エチレン－酢酸ビニル共重合樹脂パウダー 

 
特 色： 

 
スミカフレックス ＲＰ－１００Ｓは、水で容易にエマルジョン化
し、通常のエチレン－酢酸ビニル共重合樹脂エマルジョンと同様の接
着性、耐久性、耐アルカリ性に優れた性能を発揮します。また粉末で

あるため、セメント、石膏などの水硬性紛体とのプレミックスが可能
であり、施工性が良く、現場管理のし易い、ワンパッケージタイプの
材料を製造することができます。 

 
主用途： 

 
建築材料（下地調整材、接合材、仕上げ化粧材） 
土木材料（植生） 
農薬展着剤 
ポリマー改質材およびポリマーエマルジョンの高濃度化剤 

代表物性： 
 

 外観 
不揮発分 

 
平均粒子系 

 白色粉体 

 揮発分 （％）  ＜２ 

 粉体粒径 （μｍ）  ７０ 

 見掛け密度 （ｇ／ｃｍ３）  ０．４ 

     

     

５０％水分散液の物性   

     

 粘度 （ｍＰａ・ｓ）  ２０００ 

 ＰＨ   ５～６ 

 ＭＦＴ （℃）  ０ 

     

     

     



＜技術資料：スミカフレックス ＲＰ－１００Ｓ＞ 
 
 
１．一般物性 

 代表値 

１）パウダーの物性  
 外観  白色粉体 

 揮発分 （％） ２以下 
 粉体粒径 （μm） ７０ 
 見かけ密度 （g／cm3） ０．４ 

    

２）５０％水分散液の物性  
 粘度 （mPa･s） ２０００ 
 ＰＨ  ５～６ 

 ＭＦＴ （℃） ０ 

 
 
２．フィルム物性 

（１）フィルム強伸度 

項    目 代 表 値 

伸度   （％） ３３０ 
常 態 

抗張力  （MPa） ５．９ 

伸度   （％） ４８０ 

強 
 

伸 

 
度 耐 水 

抗張力  （MPa） ２．０ 

 

  測定条件 
   フィルム厚み  ： 約０．１５ｍｍ（２３℃×６５％ＲＨ、７日間乾燥し成膜） 
   フィルム形状  ： ダンベル３号 

   常 態     ： ２３℃×６５％ＲＨ ７日間乾燥後そのまま測定 
   耐 水     ： 水浸漬 ２４時間（２３℃） 濡れたまま測定 
   引張強度    ： ５００ｍｍ／min 

 
 
 

 
 



 

（２）フィルムの耐水・耐アルカリ性 

 代表値 

溶出率（％） １２ 
耐 水 性 

吸水率（％） ３４ 

溶出率（％） １２ 
耐アルカリ性 

吸水率（％） ４５ 
 

 測定条件 
フィルム厚み  ： 約０．１５ｍｍ（２３℃×６５％ＲＨ、７日間乾燥し成膜） 
耐 水 性   ： 水浸漬 ４日間（２３℃） 

耐アルカリ性  ： １Ｎ ＮａＯＨ水溶液浸漬 ４日間（２３℃） 
 
３．使用方法 

 スミカフレックス ＲＰ－１００Ｓは、室温の水に容易に分散しエマルジョンに

なります。一般的な使用方法としては、はじめ少量の水を加えゆっくり撹拌し、次

いで強く撹拌しながら徐々に水を加えて所定の濃度に調整します。 

 セメントや石膏あるいは各種顔料など粉体に混和して使用する場合は、粉体同士

をよく混合してから水を加えてください。 
 

４．用途 
（１）建築材料 

  ａ）下地調整剤 
      セメント系フィラー       ； 石膏系パテ 

      セメント系薄塗材        ； 石膏系セルフレベリング材 
      セメント系セルフレベリング材  ； その他 

  ｂ）接合材 
      タイル張り付け用モルタル    ； 断熱ボード用接合モルタル 

      タイル張り用目地材       ； 壁紙用粉末接着剤 
      繊維壁用バインダー       ； その他 

  ｃ）仕上げ 
      セメント系スタッコ       ； 石膏系仕上げ材 

      セメント系こて塗り厚膜塗料   ； 粉末塗料 
      セメント系ローラー厚膜塗材   ； その他 
 

（２）土木材料 
      植生被覆用既調合材料      ；道路舗装（半たわみ舗装用） 
      その他 

 



 

（３）農薬展着剤 
（４）ポリマー改質材およびポリマーエマルジョンの高濃度化剤 
 

 
５．応用例 
（１）ＪＩＳモルタル物性 

   RP-100S プレーン ＪＩＳ規格 

Ｗ／Ｃ （％） ６７ ８０ － 

フロー値  １８１ １４１ － 

モ
ル
タ
ル
物
性 

硬
前
の 

空気量 （％） ２０．８ ３．５ － 

曲げ強度 （ＭＰａ） ６．５ ５．５ ＞４ 

圧縮強度 （ＭＰａ） ３１．７ ３８．５ ＞１０ 

接着強度 （ＭＰａ） １．５ １．１ ＞１ 

吸水率(48h) （％） １１．４ １４．６ ＜１５ 

硬
化
モ
ル
タ
ル
物
性 

透水量 （ｇ） ７．８ ２６．０ ＜３０ 

 
長さ変化率 
（4Weeks） 

（％） ０．１２４ ０．０９９ 
０～ 
０．１５０ 

 
    配合   ： セメント／標準砂＝１００／３００  Ｐ／Ｃ＝１０％ 

           機械練り １分／１分 
           他 ＪＩＳ Ａ６２０３に準拠 
    空気量  ： 比重は次の値を使用 

           セメント：３．１５、標準砂：２．６４、ポリマー：１．００ 
    付着強度 ： 破壊状態は全てモルタル基盤の破壊 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 



 

（２）ＫＣＦモルタル物性 

 RP-100S 規格 

標準時 
１．３ 

B 
＞１ 

水中時 
１．４ 

G 
＞０．５ 

ポ
リ
マ
ー
量 

 

付着 
強度 

(MPa) 

温冷繰返し時 
１．６ 

B 
＞１ 

対粉体 

4.5部 
吸水量 g/49cm2 １．２ ＜１ 

標準時 
１．７ 

B 
＞１ 

水中時 
１．６ 

G/B/BE 

1/4/5 

＞０．５ 
ポ
リ
マ
ー
量 

 
付着 
強度 

(MPa) 

温冷繰返し時 
２．２ 

B 
＞１ 

対粉体 
9.0部 

吸水量 g/49cm2 ０．８ ＜１ 

 
    配合  ： 粉体 セメント／ケイ砂 7 号／左官用ﾊｲﾒﾄﾛｰｽﾞ＝100／75／0．2 

          ﾓﾙﾀﾙ 粉体／ポリマー／水＝100／4.5／28.5（100／9.0／28.5） 
    方法  ： KCF試験方法に準拠､ただし温冷繰り返し試験はﾓﾙﾀﾙ版を使用 
    破断状況 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
    下地板 

 
 

ＥＡ：アタッチメント／エポキシ界面 
ＢＥ：エポキシ／フィラー界面 

Ｂ ：セメントフィラー凝集 
ＧＢ：セメントフィラー／下地界面 
Ｇ ：母材破断 

 

BE 

ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ 

接着剤 

ｾﾒﾝﾄﾌｨﾗｰ 

EA 

G 

GB 

B 

 



 

（３）接着物性 

項目 RP-100S 

Ｗ／Ｃ （％） ５５ 硬化前 

のﾓﾙﾀﾙ 
物性 フロー値 １７３ 

常態強度 ＊１ 
０．８ 

B 

ポ
リ
マ
ー
量 

耐水強度 ＊２ 
１．１ 

A/B：8/2 

P/C 

5% 

 
付着 
強度 

 
MPa 温冷繰り返し後 

（5 ｻｲｸﾙ）＊３ 

１．９ 

A/B:1/9 

Ｗ／Ｃ （％） ５８ 硬化前 
のﾓﾙﾀﾙ 
物性 フロー値 １８１ 

常態強度 ＊１ 
１．６ 
A/B:2/8 

ポ
リ
マ
ー
量 

耐水強度 ＊２ 
１．７ 

B 

P/C 
10% 

 
付着 

強度 
 

MPa 温冷繰り返し後 
（5 ｻｲｸﾙ）＊３ 

２．５ 
A/B:9/1 

  注）＊１ 養生終了後測定 
    ＊２ 常態強度測定した後、水浸漬２ｗｅｅｋ、濡れたまま測定 
    ＊３ 耐水強度測定後、水浸漬 16 時間→-20℃×3 時間→50℃×3 時間を 

       1 ｻｲｸﾙとして 5 ｻｲｸﾙ実施 
   配合  ： 粉体 ｾﾒﾝﾄ／ｹｲ砂 5 号／ｹｲ砂 7 号＝100／100／100（C/S=1/2） 
   基板  ： コンクリート板 30cm×30cm×6cm、水湿しなし 

   塗布厚 ： １０ｍｍ 
   養生  ： 室温 ２ｗｅｅｋ 
   破断状況 

D 

ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ 

接着剤 

ﾓﾙﾀﾙ 

E 

A 

B 

C 

 

ｺﾝｸﾘｰﾄ板 

Ｅ：アタッチメント／エポキシ界面 
Ｄ：エポキシ／モルタル界面 

Ｃ：モルタル凝集 
Ｂ：コンクリート板／モルタル界面 
Ａ：コンクリート板材破 

 


